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通知
このガイドは Rosemount 485 Annubar の基本的ガイドラインを示すものです。設定、診断、保
守、点検、トラブルシューティング、防爆、防炎、本質安全 (I.S.) の設置に関しては説明しません。
詳細な手順については、Rosemount 485 Annubar リファレンスマニュアルを参照してください。
このマニュアルの電子版は、Emerson.com/Rosemount で入手できます。
Rosemount Annubar を Rosemount 圧力トランスミッタに取り付けた状態で注文した場合の構
成および危険区域認証に関する情報については、以下のクイック スタート ガイドを参照してくだ
さい。
Rosemount 3051S シリーズ圧力トランスミッタおよび Rosemount 3051SF シリーズ流量計クイ
ック スタート ガイド
Rosemount 3051S MultiVariable トランスミッタおよび Rosemount 3051SF シリーズ流量計
MultiVariable トランスミッタクイック スタート ガイド
Rosemount 3051 圧力トランスミッタおよび Rosemount 3051CF シリーズ流量計トランスミッ
タクイック スタート ガイド
Rosemount 2051 圧力トランスミッタおよび Rosemount 2051CF シリーズ流量計トランスミッ
タクイック スタート ガイド

 警告
プロセスからの漏出物は有害であり、死亡事故にいたるおそれがあります。プロセス漏出を避ける
ために、プロセス接続の密封には、対応するフランジと O リングでシールするように設計されたガ
スケットだけを使用してください。流体が流れると、Rosemount 485 Annubar アセンブリが高温
になり、火傷を引き起こす可能性があります。
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1  位置と向き
正確で再現性のある流量測定を行うためには、正しい向きと直管部の要件
を満たす必要があります。上流側の偏流からの配管径に対する距離の最
小値については、表 1-1 を参照してください。

表 1-1 : 直観部要件
面内、面外 上流配管径 下流配管径

整流板なし 整流板あり
面内 A 面外 A A’ C C’ B

1

 

8 10  該当
な
し 

該当
なし

該当
なし

4 

該当な
し

該当な
し

8 4 4 4

2 11  16 該当
なし

該当
なし

該当
なし

4 

該当な
し

該当な
し

8 4 4 4

3   23 28 該当
なし

該当
なし

該当
なし

4 

該当な
し

該当な
し

8 4 4 4

4   12 12 該当
な
し 

該当
なし

該当
なし

4 
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表 1-1 : 直観部要件 (続き)
面内、面外 上流配管径 下流配管径

整流板なし 整流板あり
面内 A 面外 A A’ C C’ B

該当な
し

該当な
し

8 4 4 4

5 18 18 該当
なし

該当
なし

該当
な
し 

4 

該当な
し

該当な
し

8 4 4 4

6 30  30 該当
なし

該当
なし

該当
な
し 

4

該当な
し

該当な
し

8 4 4 4

注
• 正方形または長方形のダクトの使用に関しては、工場まで問い合わせ
ください。

• 「面内 A」は、センサがエルボと同じ面内にある場合です。「面外 A」
は、バーがエルボのある面に対して垂直である場合です。

• 適切な長さの直管部がない場合は、直管部の 80% が上流側、20% が
下流側になる位置に取り付けてください。

• 整流器を使用すると、必要な直管部の長さを減らすことができます。
• 表 1-1 の 6 行目は、ゲート、グローブ、プラグ、その他の部分的に開
いている絞り弁、および制御弁に適用されます。
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1.1  分解図
図 1-1 : Rosemount 485 Annubar Pak-Lok アセンブリ分解図

F

A

B

C

D

E

(1)

A. トランスミッタ
B. ドレン / ベント付きコプレーナ式フランジ
C. O リング 2 個
D. バルブによる直付けトランスミッタ接続
E. Pak-Lok 本体
F. 詳細は図 1-2を参照してください。

(1) 分かりやすくするためにトランスミッタとハウジングも表示していますが、注文した場合にのみ提供されます。
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図 1-2 : Rosemount 485 Annubar Pak-Lok アセンブリ詳細分解図

A

B

C

D

E

F

G

A. ナット
B. フォロワ
C. パッキンリング 3 個
D. スタッド
E. コンプレッションプレート
F. 保持リング
G. Rosemount 485 Annubar センサ

1.2  位置合わせ不良
Rosemount 485 Annubar の取り付け時のずれの許容範囲は最大 3° で
す。
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図 1-3 : 位置合わせ不良

±3° ±3°

±3°
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1.3  流量計の向き
図 1-4 : 液体流量計の向き

直付け型
水平方向の液体 垂直方向の液体(1)

45° 45°

30°Recommended 

zone 30°

Recommended 

zone 30°

F
lo
w

360°

別置型
水平方向の液体 垂直方向の液体(1)

 

(1) 下向きの流れは推奨していません。

クイック スタート ガイド 2023年 5月

8 Emerson.com/Rosemount



図 1-5 : ガス流量計の向き
直付け型

水平方向のガス 垂直方向のガス

45° 45°

Recommended

zone 90°

360°

F
lo
w

別置型
水平方向のガス 垂直方向のガス

2023年 5月 クイック スタート ガイド

クイック スタート ガイド 9



図 1-6 : 蒸気流量計の向き
直付け型

水平方向の蒸気 垂直方向の蒸気(1)

45° 45°

30°Recommended 

zone 30°

Recommended 

zone 30°

360°

F
lo
w

別置型
水平方向の蒸気 垂直方向の蒸気(1)

  

(1) 下向きの流れは推奨していません。

注
水平配管で DP 値が 0.75 ～ 2 inH2O の蒸気の用途では、蒸気設定用の上
部取付けプライマリエレメント / 流量計の設置を検討してください。
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1.4  蒸気用流量計の上部取り付け
蒸気用の上部取り付けは、スペースの制限や他の懸念事項がある場合に使
用できる蒸気用取り付けの代替方法です。この取付方法は、運転の中断や
停止に制限がある用途を対象としています。
図 1-7 : 蒸気用水平上部取り付け

別置型

 

この方向は、どの蒸気温度にも使用できます。別置型の場合、導圧管は
Rosemount Annubar の機器接続部から十字継手までやや上向きに傾斜
させて配管し、結露が配管に戻るようにします。十字継手からはトランス
ミッタとドレーンレグへと下向きに配管します。トランスミッタは、
Rosemount Annubar の機器接続部の下に配置してください。環境条件
によっては、取り付け金具を絶縁する必要があります。
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2  センサ用の穴開け
手順

1. プローブの幅に基づいてセンサのサイズを決定します (表 2-1 を参
照)。
表 2-1 : センサのサイズ / 穴径表
センサ
のサイ
ズ

センサの幅 穴径

1 0.590 インチ
(14.99 mm)

3/4 インチ
(19 mm)

+1/32 インチ (0.8 mm) –
0.00

2 1.060 インチ
(26.92 mm)

1 5/16 インチ
(34 mm)

+1/16 インチ(1.6 mm) –
0.00

3 1.935 インチ
(49.15 mm)

2 1/2 インチ
(64 mm)

+1/16 インチ(1.6 mm) –
0.00

2. パイプを減圧し、排水します。
3. 穴を開ける位置を選択します。
4. 表 2-1 の仕様に従って、開ける穴の直径を決定します。ホールソー
またはドリルでパイプに取り付け穴を開けます。トーチで穴を開
けないでください。

P/N: 28-109001-922   Rev. AC

Drill to Hole Size

 警告
取り付け穴をあける場合、Emerson Process Management ではマ
グネットドリルまたはパイプクランプ治具を使用して、安全に穴を
あけることを推奨しています。穴開けや溶接を行う際は、適切な保
護具と手順を使用してください。

5. 一般的ではありませんが反対側をサポートするモデルが提供され
ている場合、センサがパイプを完全に通過するように、最初の穴の
反対側に同じ大きさの 2 個目の穴を開ける必要があります。(反対
側サポートモデルであるかを確認するには、先端から最初のスロッ
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トまたは穴までの距離を測定します。距離が 1 インチ (25.4 mm)
より大きければ反対側サポートモデルです。) 2 個目の穴を開ける
には、以下の手順に従います。

a) パイプテープ、柔らかいワイヤ、紐などを使ってパイプの
外周を測ります。(最も正確に測定するために、パイプテー
プは流れの中心軸に対して垂直にしてください。)

b) 測定した円周を 2 で割って 2 個目の穴の位置を決めます。
c) 最初の穴の中心から、パイプテープ、柔らかいワイヤ、紐
などを巻き直します。次に、手順 5.b で計算した数値を使
って 2 個目の穴の中心に印を付けます。

d) ホールソーまたはドリルでパイプに ステップ 4 で決定した
直径の穴を開けます。トーチで穴を開けないでください。

注
反対側サポートモデルの場合、最初の穴から 180° の位置に穴を開
けてください。

6. パイプの内側で開けた穴のバリ取りをします。
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3  溶接取り付け金具
手順

1. Pak-Lok 本体を取り付け穴の中心に置き、1/16 インチ (1.6 mm) の
隙間を開けて 90° 刻みで 4 箇所 1/4 インチ (6 mm) のタック溶接
を行います。

2. Pak-Lok 本体の位置が流れの中心軸に対して平行および垂直であ
ることを確認します (図 3-1 参照)。取り付け位置が許容範囲内で
ある場合、地域の規格に従って仕上げの溶接を行います。取り付け
位置が許容範外である場合、仕上げの溶接の前に調整します。
図 3-1 : 位置合わせ

A

B

A. 下部取り付けの高さ (LMH)(2)

B. タック溶接
3. 反対側サポートモデルを使用する場合、反対側サポート用継手を反
対側の穴の中央に合わせ、1/4 インチ (1.6 mm) の隙間を開けて
90° 刻みで 4 箇所 1/4 インチ (6 mm) のタック溶接を行います。
センサを取り付け金具に挿入します。センサの先端が反対側サポ
ート用継手の中央にあり、プラグがセンサの周囲に収まることを確
認します。地域の規格に従って仕上げの溶接を行います。センサ
の位置が反対側のプラグを挿入するのに十分な隙間を確保できな
い場合、仕上げの溶接の前に調整してください。

4. 重度の火傷を避けるため、取り付け金具が冷めてから作業を続行し
てください。

(2) LMH の値は以下の通り
センサのサイズ 1 — 2.89 インチ(73 mm)
センサのサイズ 2 — 3.92 インチ(100 mm)
センサのサイズ 3 — 3.96 インチ(101 mm)
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4  Rosemount Annubar の挿入
注
部品の詳細は図 1-1を参照してください。
手順

1. スタッドを Pak-Lok 本体にねじ込みます。
2. 流量計が反対側のパイプ壁に接触していることを確認するために、
マーカーでセンサの先端に印を付けます。（オプションコード P2
または PA を注文した場合は、印を付けないでください。）

3. 流量計を前後にひねりながら、センサの先端がパイプ壁（またはサ
ポートプラグ）に接触するまで流量計を Pak-Lok 本体に挿入しま
す。

4. 流量計を取り外し、マーカーの一部が擦り落とされていることを確
認することにより、センサの先端が反対側のパイプ壁に接触してい
ることを確認します。特殊洗浄されたセンサの場合は、先端に摩耗
痕があるかを確認します。もし先端がパイプ壁に接触していなか
った場合は、測定したパイプ ID と壁がタグ情報と一致しているこ
とを確認し、再度挿入します。

Serial No.                               Date
Model

Customer Tag

Pipe I.D.                             Wall
Max. Allow FlowRate
Max. Insert/Retract Flow
Max. Press.                         @ Temp
Span (20mA)

0
0

-3
7

0
0

0
0

-2
X

1
  
R

e
v.

 A
C

5. ヘッドの流れの方向矢印を流れの方向に合わせます。流量計を
Pak-Lok 本体に再度挿入し、保持リングとフォロワの間にセンサの
最初のパッキンリングを取り付けます。分割されたパッキンリン
グを破損しないように注意してください。
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図 4-1 : パッキンリングの詳細
A

C
B

D

A. 保持リング
B. パッキンリング 3 個
C. フォロワ
D. コンプレッションプレート

6. パッキンリングを Pak-Lok 本体に押し込み、溶接保持リングに押
し当てます。パッキンリングの分割位置を 120° ずつ変えながら、
残りの 2 個のリングも同じ作業を繰り返します。

a) 最初のパッキンリングをフォロワの下に取り付けます。
b) フォロワとコンプレッションプレートを使用して、最初の
パッキンリングを保持リングに押し付けます。

c) 2 個目のパッキンリングをフォロワの下に取り付けます。
パッキンリングの分割位置を 120° ずつ変えます。

d) フォロワとコンプレッションプレートを使用して、2 個目の
パッキンリングを最初のパッキンリングに押し付けます。

e) フォロワの下に 3 個目のパッキンリングを取り付けます。
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f) フォロワとコンプレッションプレートを使用して、3 個目の
パッキンリングを 2 個目のパッキンリングに押し付けま
す。

7. スタッドにナットを締め付けます。
a) 付属のスプリットリング・ロック・ワッシャを、各ナット
とコンプレッションプレートの間に入れます。スプリット
リング ロック ワッシャがナットと圧縮プレートの間で平
らになるまで、各ナットを続けて半回転させます。トルク
は次の通りです。
表 4-1 : トルク要件
センサのサイズ トルク
1 40 in-lb (4.5 N-m)
2 100 in-lb (11.3 N-m)
3 250 in-lb (28.2 N-m)

b) 機器に漏れがないか点検します。漏れがある場合は、漏れ
がなくなるまでナットを 1/4 回転ずつ締め付けます。

注
センササイズ 1 の場合、スプリットリング・ロック・ワッシャを
使用しなかったり、ワッシャの向きが不適切である場合、またナッ
トを締めすぎたりすると流量計が破損する可能性があります。
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図 4-2 : スプリットリング ロック ワッシャの向き
締め付け前 締め付け後

 
 

注
Pak-Lok のシール機構は、センサが反対側のパイプ壁に接触する点
で大きな力が発生します。薄壁の配管 (ANSI Sch 10 以下) では、配
管の損傷を避けるように注意してください。

8. コンプレッションプレートと Pak-Lok 本体の間に 表 4-2 の隙間が
あることを確認します。隙間が許容範囲内でない場合は、ステッ
プ 6 と ステップ 7 を繰り返してパッキンが正しく取り付けられて
いることを確認してください。それでも隙間が許容範囲内になら
ない場合は、Emerson Process Management 担当者より技術サポ
ートを受けてください。

表 4-2 : 最小および最大隙間寸法
  センサのサイズ

1 2 3
最小隙間インチ (mm) 0.52

(13.3)
0.52
(13.3)

1.19
(30.2)

最大隙間インチ (mm) 1.25
(31.8)

1.93
(48.9)

1.93
(48.9)
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5  トランスミッタの取り付け
5.1  トランスミッタの取り付け、バルブ付き直付けヘッド

バルブ付きトランスミッタを直付け取り付けする場合、Rosemount
Annubar を格納する必要はありません。
手順

1. PTFE O リングを Rosemount Annubar ヘッドの溝に入れます。
2. トランスミッタの High 側とセンサの High 側 (ヘッド側面に「Hi」
の刻印があります) を合わせて取り付けます。

3. ナットを十字型に 384 in-lb (43 N-m) で締め付けます。
5.2  別置取り付けヘッド付きトランスミッタの取り付け

トランスミッタのセンサモジュールのダイアフラム温度が 250 °F
(121 °C) を超えると、トランスミッタが損傷します。別置取り付けされた
トランスミッタは、インパルス配管でセンサに接続されるため、トランス
ミッタが損傷を受けなくなるまでプロセス温度を下げることができます。
プロセス流体によって異なるインパルス配管が使用され、配管に設計され
た圧力と温度での連続運転に耐える定格が必要です。600# ANSI (DN50
PN100) 以下のものも含め、最小外径 1/2 インチ (12 mm)、肉厚 0.035 イ
ンチ (0.9 mm) 以上のステンレス鋼チューブを推奨します。600# ANSI
(DN50 PN100) 以上では、肉厚 1/16 インチ のステンレス鋼チューブ。ね
じ付きパイプ継手は、空気が閉じ込められ、漏れ箇所が生じる可能性があ
る空隙を形成するため推奨していません。
インパルス配管の位置には、以下の制限と推奨が適用されます。
手順

1. 水平のインパルス配管は、少なくとも 1 フィートあたり 1 インチ
(83 mm/m) の勾配が必要です。
• 液体や蒸気用途の場合、(トランスミッタ方向に) 下向きに傾斜
させます。

• ガス用途の場合、(トランスミッタ方向に) 上向きに傾斜させま
す。

2. 液体、飽和ガス、蒸気用の屋外設置では、凍結防止のために断熱と
ヒートトレースが必要になる場合があります。

3. 機器のマニホールドはすべての設置に推奨されます。マニホール
ドを使用すると、オペレータはゼロ調整する前に圧力を均一にする
ことができ、プロセス流体をトランスミッタから隔離できます。
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図 5-1 : 5 バルブマニホールドと 3 バルブマニホールドのバルブ名
称

5 バルブマニホールド 3 バルブマニホールド
 

To PH To PL

MV

ML
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DVL

MH

MEH

DVH

2

1
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DVH
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DVL

2

1

表 5-1 : インパルスバルブとコンポーネントの説明
名称 説明 用途
コンポーネント
1 トランスミッタ 差圧の読み取り
2 マニホールド 電子機器の隔離と均等化
マニホールドバルブとインパルスバルブ
PH プライマリセン

サ(1)
高圧側と低圧側のプロセス接続

PL プライマリセン
サ(2)

DVH ドレンバルブ / 通
気弁(1)

DP センサのダイアフラムをドレン (ガス
サービス用) またはベント (液体または蒸
気サービス用) します。DVL ドレンバルブ / 通

気弁(2)

MH マニホールド(1) 高圧側と低圧側の圧力をプロセスから隔
離ML マニホールド(2)

MEH マニホールドイコ
ライザ(1)

高圧側と低圧側の通気弁へのアクセス、
またはプロセス流体の隔離が可能

MEL マニホールドイコ
ライザ(2)
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表 5-1 : インパルスバルブとコンポーネントの説明 (続き)
名称 説明 用途
ME マニホールドイコ

ライザ
高圧側と低圧側の均等化

MV マニホールド通気
弁

プロセス流体の排出

(1) 高圧
(2) 低圧
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6  製品認証
6.1  認定製造拠点

Emerson Process Management – 米国、ミネソタ州、シャコピー
Rosemount DP 流量設計と操作 – 米国、コロラド州、ボールダー
Emerson Process Management GmbH & Co. OHG – ドイツ、ヴェスリン
グ
Emerson Process Management Asia Pacific Private Limited – シンガポ
ール
Emerson Beijing Instrument Co., Ltd – 中国、北京

6.2  欧州指令に関する情報
本製品に適用されるすべての欧州指令に対する EC 適合宣言は、
Rosemount ウェブサイト Emerson.com/Rosemount にあります。印刷
版のお求めは、お近くの営業所までご連絡ください。
欧州圧力機器指令 (PED) (97/23/EC)
Rosemount 485 Annubar — 適合性評価については、EC 適合宣言を参照
してください。
圧力トランスミッタ — 該当する圧力トランスミッタのクイック スター
ト ガイドを参照してください。

6.3  危険区域認証
トランスミッタの製品証明書については、該当トランスミッタのクイック
スタート ガイドを参照してください。
• Rosemount 3051S シリーズ圧力トランスミッタおよび Rosemount

3051SF シリーズ流量計クイック スタート ガイド
• Rosemount 3051S MultiVariable トランスミッタおよび Rosemount

3051SF シリーズ流量計 MultiVariable トランスミッタクイック スタ
ート ガイド

• Rosemount 3051 圧力トランスミッタおよび Rosemount 3051CF シ
リーズ流量計トランスミッタクイック スタート ガイド

• Rosemount 2051 圧力トランスミッタおよび Rosemount 2051CF シ
リーズ流量計トランスミッタクイック スタート ガイド

クイック スタート ガイド 2023年 5月
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https://www.emerson.com/en-us/automation/rosemount
https://www.emerson.com/documents/automation/quick-start-guide-rosemount-3051s-series-pressure-transmitter-3051sf-series-flowmeter-hart-protocol-en-73122.pdf
https://www.emerson.com/documents/automation/quick-start-guide-rosemount-3051s-multivariable-transmitter-3051sf-series-flowmeter-multivariable-transmitter-hart-protocol-en-73918.pdf
https://www.emerson.com/documents/automation/quick-start-guide-rosemount-3051s-multivariable-transmitter-3051sf-series-flowmeter-multivariable-transmitter-hart-protocol-en-73918.pdf
https://www.emerson.com/documents/automation/quick-start-guide-rosemount-3051-pressure-transmitter-3051cf-series-flowmeter-4-20-ma-hart-1-5-vdc-low-power-protocol-en-73992.pdf
https://www.emerson.com/documents/automation/quick-start-guide-rosemount-2051-pressure-transmitter-2051cf-series-flowmeter-4-20-ma-hart-1-5-vdc-low-power-hart-protocol-rev-5-7-en-193436.pdf


7  適合宣言
図 7-1 : Rosemount プライマリエレメントの適合宣言
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8  中国 RoHS
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